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「第 41 回伝承もちつき会」
桜丘の栗山寺境内で、子どもたちが昔ながら
のもちつきを体験。「よいしょ」の掛け声の中、
親子で楽しそうに杵を振るいました。

冬
の
風
物
詩
「
も
ち
つ
き
」
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町
政
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
発
展
に
尽
力

　

ま
ち
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績

を
た
た
え
る
平
成
28
年
度
町
政
功
労
者
表

彰
式
が
11
月
2
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ 

」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
自
治
功
労
者
に
北き

た
ま間
則の

り
ゆ
き之

さ
ん
（
76
歳
）、
福
祉
功
労
者
に
藤ふ

じ
さ
わ澤

千ち

え

こ
惠
子
さ
ん
（
74
歳
）
と
佐
藤
惠け

い
こ子
さ
ん

（
66
歳
）、
治
安
功
労
者
に
早さ

な
え苗

雄ゆ
う
じ二

さ
ん

（
60
歳
）
と
斉
藤
哲て

つ
や也

さ
ん
（
60
歳
）
の

５
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
椿
原
紀
昭
町
長
が
表
彰

状
を
そ
れ
ぞ
れ
に
手
渡
し
、
長
年
に
わ
た

る
貢
献
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

表
彰
者
を
代
表

し
て
北
間
さ
ん
は

「
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
の
お
か
げ

で
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
一

層
、
栗
山
の
ま
ち

づ
く
り
に
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。

福
祉
功
労
者
表
彰

藤
澤
千
惠
子 

さ
ん

　平成 7 年より民生委員・児
童委員として、20 年余の長き
にわたり、福祉問題の解決に取
り組まれ、地域住民と福祉サー
ビスなどを結びつけるパイプ役
として、福祉行政の推進に貢献
されています。 

治
安
功
労
者
表
彰

早
苗
　
雄
二 

さ
ん

　消防団員として 39 年余の長
きにわたり、地域の予消防活動
に尽力され、特に栗山消防団第
二分団分団長として住民生活の
安全確保と防災業務の推進に貢
献されています。 
　また、交通安全指導員として
28 年余の長きにわたり、交通
安全の啓発に尽力され、交通事
故防止に貢献されています。

自
治
功
労
者
表
彰

北
間
　
則
之 

さ
ん

　平成 13 年より北区町内会長
として、15 年余の長きにわた
り、会員相互の親睦融和に尽力
され、町内会諸行事などを率先
して推進し、地域の発展に貢献
されています。

功績をたたえて
おめでとうございます

福
祉
功
労
者
表
彰

佐
籘
　
惠
子 

さ
ん

　平成 7 年より民生委員・児
童委員として、20 年余の長き
にわたり、福祉問題の解決に取
り組まれ、地域住民と福祉サー
ビスなどを結びつけるパイプ役
として、福祉行政の推進に貢献
されています。

治
安
功
労
者
表
彰

斉
籘
　
哲
也 

さ
ん

　消防団員として 32 年余の長
きにわたり、地域の予消防活動
に尽力され、特に栗山消防団第
二分団副分団長として住民生活
の安全確保と防災業務の推進に
貢献されています。 

椿原町長から受賞された皆さんに表
彰状を授与



社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
方
な
ど
を
表
彰
す
る
「
平
成

28
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰
式
」
が
11

月
６
日
、カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
橘
一
也
会
長
か

ら
社
会
福
祉
お
よ
び
障
が
い
者
福
祉
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
与
さ
れ
た
７
人
に

表
彰
状
を
、
ま
た
、
同
会
に
高
額
寄
付
を

さ
れ
た
７
人
と
２
団
体
に
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

○
矢や

う
ち内　

和か
ず
え衛

さ
ん

○
斎さ

い
と
う藤　

優ゆ
う
こ子

さ
ん

○
友と

も
い井

多た

づ

こ
津
子
さ
ん

○
谷た

に
う
ち内　

和か
ず
こ子

さ
ん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰
】

○
太お

お
た田　

欣よ
し
ひ
と仁
さ
ん

【
障
が
い
者
福
祉
表
彰
】

○
川か

わ
し
ま嶋　

佑ゆ
う
す
け介

さ
ん

○
細ほ

そ
か
わ川　

尚な
お
み美

さ
ん

【
感
謝
状
】

○
八は

つ
も
り森　

　

勇い
さ
むさ

ん

○
則の

り
た
け武　

節せ
つ
こ子

さ
ん

○
渡わ

た
ら
い曾　

孝こ
う
じ司
さ
ん

○
吉よ

し
だ田　

礼れ
い
こ子
さ
ん 

○
稲い

な
ば葉　

幡は
た
お男
さ
ん

○
谷た

に
ぐ
ち口　

温よ
し
ま
つ松
さ
ん

○
湯ゆ

む
ら村　

彦ひ
こ
い
ち一
さ
ん

○
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

○
株
式
会
社
メ
リ
ー
ワ
ー
ク

交
通
功
労
者
等
表
彰

地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
尽
力

　

栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会
主
催
の
「
交

通
功
労
者
・
優
良
運
転
者
等
表
彰
式
」
が

10
月
21
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ

ｉ
」
で
行
わ
れ
、
同
会
を
構
成
す
る
4
町

（
栗
山
町
、
長
沼
町
、
由
仁
町
、
南
幌
町
）

か
ら
10
人
の
功
労
者
な
ど
を
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

栗
山
町
か
ら
は
、
功
労
者
と
し
て
３
人

が
表
彰
を
受
け
、
２
人
に
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

【
札
幌
方
面
連
名
表
彰
（
功
労
者
）】

○
八は

っ
て手　

健け
ん
じ治
さ
ん

平
成
９
年
よ
り
町
交
通
安
全
指
導
員
と

し
て
、
街
頭
指
導
な
ど
を
行
い
、
啓
発

活
動
に
尽
力
。
ま
た
、
地
域
の
交
通
安

全
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
久く

す
み住　

八は
ち
ろ
う郎
さ
ん

平
成
３
年
よ
り
町
交
通
安
全
指
導
員
と

し
て
、
街
頭
指
導
な
ど
を
行
い
、
啓
発

活
動
に
尽
力
。
ま
た
、
地
域
の
交
通
安

全
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
（
功
労
者
）】

○
早さ

な
え苗　

雄ゆ
う
じ二
さ
ん

昭
和
63
年
よ
り
町
交
通
安
全
指
導
員
と

し
て
、
街
頭
指
導
な
ど
を
行
い
、
啓
発

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
（
感
謝
状
）】

○
宮み

や
も
と本　

由ゆ

き紀
さ
ん

○
青あ

お
き木　

宏ひ
ろ
え恵
さ
ん

平
成
20
年
よ
り
栗
山
地
区
交
通
安
全
協

会
臨
時
職
員
と
し
て
、
業
務
に
専
念
さ

れ
、
会
員
の
入
会
促
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

力
強
い
消
防
車
を
描
く

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
が
主
催
し
た

「
火
災
予
防
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
栗

山
小
学
校
1
年
の
大お

ば
た
け畠

遥は
る
き輝

さ
ん
、
角
田

小
学
校
1
年
の
廣ひ

ろ
さ
か坂

美み

き希
さ
ん
の
作
品

が
、そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。廣坂  美希さん 大畠  遥輝さん

火
災
予
防
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
作
品
表
彰

犬井  和也さん

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に

大
き
く
貢
献

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
技
指
導
お
よ

び
企
画
な
ど
に
尽
力
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
功
績
を
あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

犬い
ぬ
い井
和か

ず
や也
さ
ん
が
「
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
功
労
者
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

犬
井
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
15
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

推
進
に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ
、
そ
の
卓

越
し
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
基
に
、
社

会
体
育
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
事
業
の
立
案
や
事
故
防

止
に
向
け
た
統
率
力
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
表
彰

木内　勲雄さん

防
犯
意
識
の
普
及
高
揚
に
貢
献

　

栗
山
地
区
防
犯
協
会
幹
事
長
の
木き

う
ち内
勲い

さ

雄お

さ
ん
が
、
公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協

会
連
合
会
長
か
ら
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
内
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
栗
山
地

区
防
犯
協
会
で
、防
犯
関
係
団
体
の
育
成
・

発
展
と
地
域
に
お
け
る
防
犯
意
識
の
普
及

高
揚
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
防
犯
協
会
連
合
会

防
犯
栄
誉
銅
章
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村上　哲さん

犯
罪
者
な
ど
の
更
生
に
尽
力

　

秋
の
叙
勲
で
村
上
哲さ

と
しさ
ん
が
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
11
月
14
日
、
椿
原
紀
昭
町
長

に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
平
成
3
年
3
月
か
ら
保
護

司
、
平
成
21
年
か
ら
栗
山
地
区
保
護
司
会

会
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
罪
を
犯
し

た
人
や
非
行
に
走
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
の
援
助
、
相
談
な
ど
対
象
者
の
更
生
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章



「くるりん号」
コミュニティバス

料　金
（1 回乗車）

定期券料金

1 カ月 3 カ月

小学生未満 0 円 0 円 0 円

小学生 100 円 3,600 円 10,260 円

中学生～ 69 歳 200 円 7,200 円 20,520 円

70 歳以上 100 円 3,600 円 10,260 円

表 1　利用料金

　

昨
年
12
月
よ
り
試
験
運
行
を
し
て
い
ま

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、
本
格
運
行

し
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
愛
称
を
「
く
る
り
ん

号
」
と
し
ま
し
た
。

　

試
験
運
行
期
間
中
、
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
要
望
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の

移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
運
行
概
要
】

（
運
行
区
間
）

栗
山
駅
を
発
着
場
所
に
し
て
、
市
街
地

お
よ
び
湯
地
地
区
を
経
由

※
本
格
運
行
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
要
望
や
意
見
を
参

考
に
、
一
部
運
行
コ
ー
ス
の
変
更
と
停

留
所
の
増
設
を
行
い
ま
し
た
。

○
増
設
し
た
停
留
所

桜
丘
２
丁
目
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
キ
ッ
プ
」
前
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」

（
運
行
日
）

土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12

月
31
日
か
ら
翌
年
の
１
月
５
日
ま
で
）

を
除
く
日

【
利
用
料
金
】

表
１
の
と
お
り
。
な
お
、
回
数
券
と
定

期
券
は
、
町
営
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
共
通
で
利
用
可
能

※
バ
ス
を
降
車
す
る
際
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
70
歳
以
上
の
方
は
、「
高
齢
者
乗
車
証
」

の
交
付
手
続
き
が
必
要
で
す
。（
建
設

水
道
課
⑫
番
窓
口
）

※
回
数
券
の
料
金
は
１
０
０
０
円

（
１
０
０
円
券
×
11
枚
）
で
す
。

（
回
数
券
購
入
場
所
）

　

町
建
設
水
道
課
、
栗
山
駅

【
利
用
料
金
の
特
例
】

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
次
の
と
お
り

除排雪作業に
雪のシーズン到来

　

町
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
に
支
障
が
な

い
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
計
画
的
な
除
雪

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
民
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
周
辺
で
は

○
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管

な
ど
は
、
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

○
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い
布
を
つ

け
た
棒
な
ど
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
雪
遊
び
は

危
険
！

○
道
路
脇
の
雪
山
で
、
子
ど
も
が
ス
キ
ー

や
ソ
リ
遊
び
を
す
る
の
は
非
常
に
危
険

で
す
。見
か
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
子

ど
も
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

玄
関
先
の
雪
処
理

○
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関
先
に
雪

が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
苦
労
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
の
処
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。。 

落
雪
に
ご
注
意
を

○
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歩
道
に

面
し
て
い
る
屋
根
は
早
め
に
雪
を
下
ろ

し
た
り
、雪
止
め
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

路
上
駐
車
・
車
両
放

置
は
や
め
ま
し
ょ
う

○
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る
と
除
排

雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域
全
体
に
迷
惑
が

掛
か
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で

絶
対
に
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
除
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路
上
に
出

す
人
を
見
か
け
た
ら
止
め
る
よ
う
に
声

を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
除
排
雪
の
効
果
が

半
減
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

町の人口（4 月 1 日現在） 13,048 人 12,794 人 12,519 人

降　雪　量 520cm 370cm 392cm

除雪経費（決算額） 122,473,690 円 113,454,404 円 98,317,248 円

町民１人当たりの除雪経費 9,386 円／人 8,868 円／人 7,853 円／人

除雪車両購入実績 

（上記除雪経費には含まれない）

ロータリー除雪車（車道用）

32,235,000 円

除雪用ダンプトラック

32,238,000 円

除雪用ドーザー

15,606,000 円

ご理解とご協力を

【過去 3 年間の除排雪経費】

※ 除 排 雪 作 業 の お 問 い 合 わ せ
は、各町内会長・自治会長を
通してお願いします。

○
小
学
生
以
下
は
無
料

○
中
学
生
か
ら
69
歳
ま
で
は
半
額
料
金

で
、
定
期
券
は
左
記
料
金
の
30
％
引
き

【
無
料
乗
車
の
日
】

町
営
バ
ス
同
様
、
毎
月
第
三
水
曜
日
が

無
料
乗
車
日

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２
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12 月 1 日㈭より

本格スタート !



◆
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
内
容

　

ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に

寄
附
を
す
る
こ
と
で
、寄
附
金
の
う
ち
、

２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
が
、
一
定

限
度
額
ま
で
、
所
得
税
・
個
人
住
民
税

か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

税
金
の
控
除
が
受
け
ら
れ
、
か
つ
、

自
治
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
礼
の
品
が

も
ら
え
る
た
め
、
全
国
的
に
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
平

成
26
年
度
よ
り
２
年
連
続
で
１
億
円
を

超
え
る
寄
附
金
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
も
す
で
に
、
昨
年

度
を
超
え
る
寄
附
額
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
、
ま
た
、
地

元
産
品
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
相
乗
効

果
も
期
待
で
き
る
こ
と
よ
り
、
来
年
度

以
降
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
を
目

的
と
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄

附
促
進
と
、
地
元
産
品
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
図
る
た
め
、
寄
附
へ
の
感
謝
を
込
め

た
返
礼
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
全
国
の

寄
附
者
へ
発
送
す
る
返
礼
品
を
提
供
い
た

だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

返
礼
品
を
発
送
す
る
際
に
自
社
作
成
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
こ
と
で
、

自
社
商
品
の
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
が
可
能

①
寄
附
者
か
ら
の
返
礼
品
の
品
質
に
関
す

る
苦
情
な
ど
に
対
し
、
再
発
送
に
よ
る

対
応
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
素
早
く
誠

実
な
対
応
が
で
き
る
こ
と

②
寄
附
者
の
長
期
不
在
や
配
送
先
変
更
な

ど
の
依
頼
に
対
す
る
町
か
ら
の
配
送
日

の
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、
素
早
く
確
実

な
対
応
が
で
き
る
こ
と

③
原
則
と
し
て
、
町
内
に
本
社
（
本
店
）、

支
社
（
支
店
）、
事
業
所
ま
た
は
工
場

な
ど
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
航
空
チ

ケ
ッ
ト
関
連
な
ど
、
本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ

や
地
域
振
興
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
除
く

④
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の「
募

集
要
項
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

各
種
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い
商
品
。

た
だ
し
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
商
品

券
、
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
金
銭
類
似
性
の

高
い
も
の
や
電
気
、
電
子
機
器
、
貴
金

属
な
ど
資
産
性
の
高
い
も
の
、
町
が
適

当
で
な
い
と
認
め
た
場
合
は
登
録
不

可
。
な
お
、１
品
目
あ
た
り
の
価
額
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
募
集
要
項
」
で
確
認

●
平
成
28
年
度
の
主
な
登
録
返
礼
品

　

お
米
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
季
節
の
野
菜

セ
ッ
ト
、
メ
ロ
ン
、
日
本
酒
な
ど

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

　

12
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭

※
右
記
の
募
集
期
間
は
、
平
成
29
年
４
月

受
付
開
始
分
で
、
そ
の
後
は
随
時
募
集

と
な
り
ま
す
。

※
随
時
募
集
で
登
録
し
た
返
礼
品
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、
ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の
み
の
掲
載
に
な
り
ま
す
。

栗
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
贈
呈
事

業
登
録
申
込
書
お
よ
び
添
付
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
町
経
営
企
画
課
に

提
出

※
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
願
い
ま
す
。

①
登
録
事
業
者
の
募
集

②
結
果
を
申
込
事
業
者
へ
通
知

③
町
と
「
栗
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

贈
呈
事
業
実
施
に
伴
う
覚
書
」
を
締
結

④
最
終
決
定

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
１
０
３
・
℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル　

furusato-ouen-k@

　

tow
n.kuriyam

a.hokkaido.jp

募
集
期
間

登
録
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

登
録
事
業
者
の
主
な
要
件

登
録
す
る
返
礼
品

返
礼
品
の
登
録
期
間

返礼品発送の流れ

④返礼品発送
　（パンフレット同封可）

町

寄附者

登録事業者

①寄附

②返礼品の選択

　　⑥支払い

　　③発注

　　⑤請求

申
込
方
法

登
録
事
業
者
・
返
礼
品
の
決
定
方
法

栗山町
ふるさと納税返礼品贈呈事業

平成 29年度
返礼品登録事業者
を募集します

募集期間
12 月 1日㈭～ 22日㈭

ふ
る
さ
と
納
税
で
ま
ち
を
元
気
に
。

事業名 充当金額 充当事業

①安心して暮らせるふるさとづくり 20,000,000 円
・住宅用太陽光発電システム導入費
・中間処理による再資源化の推進
・再生可能エネルギー導入事業費

3,000,000 円
15,000,000 円

2,000,000 円

②人々が輝くふるさとづくり 25,000,000 円 ・介護福祉学校の運営費
・特別支援教育の推進

15,000,000 円
10,000,000 円

③健幸に暮らせるふるさとづくり 52,000,000 円

・救急医療体制の確保
・地域医療費に必要な医療水準の維持
・ファミリーサポートセンター事業
・子育て支援センター運営

34,000,000 円
10,000,000 円

3,000,000 円
5,000,000 円

④賑わいと活力あるふるさとづくり 13,000,000 円

・新規就農者の受入推進
・有害鳥獣駆除業務
・勤労者福祉センターの運営費
・子育て応援事業

5,000,000 円
3,500,000 円
4,000,000 円

500,000 円

⑤快適でやすらぐふるさとづくり 20,000,000 円 ・栗山公園、河畔広場管理業務

⑥みんなが主役のふるさとづくり 5,000,000 円 ・まちづくり協議会などの活動支援

⑦基金への積み立て 3,186,763 円 ・栗山町ふるさと応援基金への積み立て

合　計 138,186,763 円

＜平成 27 年度寄附金の活用実績＞

ふるさと納税とは
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4/1 ～ 11/15 までの総数　13,097 件

  156,275,389 円

平成 28 年度  ふるさと納税 栗山町ふるさと納税への
ご厚意ありがとうござい
ます。



広域的な活動による地域コミュニティの活性化を促進している「まち
づくり協議会」の取り組みを紹介します。

まちづくり協議会通信

　

朝
日
・
湯
地
中
央
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
よ
る
角
田
幹
線
排

水
路
河
川
敷
の
桜
植
樹
が
、
10
月

29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
４
年
間
の
計
画
で
実
施
。
当
日

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
な

ど
約
30
人
が
、
町
森
林
組
合
職
員

の
技
術
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
八

重
桜
や
山
桜
な
ど
30
本
の
苗
木
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

古
瀬
一
芳
会
長
は
「
皆
さ
ん
の

協
力
で
桜
の
植
樹
が
終
わ
り
ま
し

た
。
将
来
、
桜
並
木
に
な
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

と
き
わ
・
み
な
み
中
里
協
議
会

が
主
催
す
る
防
災
講
演
会
が
、
11

月
12
日
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

講
師
に
、
南
極
料
理
人
の
西
村

淳じ
ゅ
んさ

ん
を
招
き
「
身
近
な
も
の
で

生
き
延
び
ろ
」
と
題
し
て
講
演
。

　

西
村
さ
ん
は
、「
災
害
な
ど
の

時
に
は
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て

み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
れ
ば
良
い
し
、
笑
い
飛
ば
す
く

ら
い
の
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
、

集
ま
っ
た
約
50
人
の
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

新たな地域
コミュニティ

　
　
日
・
湯
地
中
央
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り

朝

　
　
き
わ
・
み
な
み
中
里
協
議
会

　
　
　

身
近
な
も
の
で
生
き
延
び
ろ

と

　

９
月
に
民
間
の
生
命
保
険
会
社

が
、
不
妊
治
療
に
対
応
す
る
保
険

を
発
売
し
ま
し
た
。

　

不
妊
治
療
は
原
則
、
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
ず
１
回
あ
た
り
の
治

療
費
が
高
額
に
な
り
ま
す
。
同
じ

く
妊
娠
・
出
産
も
病
気
で
は
な
い

の
で
、
原
則
健
康
保
険
は
使
え
ま

せ
ん
。

　

で
は
、
妊
娠
出
産
時
や
不
妊
治

療
時
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
か

か
る
の
か
、
公
的
な
支
援
制
度
も

併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
出
産
費
用
（
病
院
に

払
う
入
院
費
）
の
平
均
は
約
43
万

円
（
平
成
24
年
厚
生
労
働
省
調

べ
）
で
す
が
、
健
康
保
険
か
ら
出

産
育
児
一
時
金
42
万
円
が
出
ま

す
。
ま
た
妊
婦
健
診
の
費
用
は
各

自
治
体
か
ら
14
回
分
の
助
成
が
あ

り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
病
院
や
健
診
内
容
に

よ
り
自
己
負
担
額
が
違
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

病
院
以
外
に
か
か
る
お
金
は
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
や
ベ
ビ
ー
用

品
、
里
帰
り
出
産
時
の
旅
費
な
ど

で
す
が
、
第
一
子
の
場
合
で
10
～

30
万
円
く
ら
い
と
、
好
み
や
グ

レ
ー
ド
に
よ
る
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、前
述
の
不
妊
治
療
費
は
、

個
人
の
状
態
や
病
院
に
よ
っ
て
料

金
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
国
か
ら
は

対
象
と
な
る
治
療
に
つ
い
て
は
、

治
療
開
始
が
42
歳
ま
で
な
ら
「
特

定
不
妊
治
療
費
」
と
し
て
１
回
に

つ
き
15
万
円
（
初
回
30
万
円
、
年

齢
に
よ
る
回
数
制
限
あ
り
、
所
得

制
限
あ
り
）
ま
で
助
成
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
治
体
独
自

の
拡
充
制
度
も
あ
り
ま
す
。

妊娠出産時についてコラム
お金のおはなし

文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

い
ろ
い
ろ
な
支
援

　
　
制
度
が
あ
り
ま
す

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

ＦＰ出前講座のご案内
家計に関するお金の悩みを

スッキリ解消！

　町広報にコラムを執筆しているファイナン
シャル・プランナーの星洋子さんによる「出
前講座」を行います。
　なかなか人には聞けないお金の話について、
ゆっくり考えてみませんか？
　お仲間同士で、お気軽にご利用ください。

　　　　　　　　　　【申込先・問い合わせ】
　　　　　　　　　　　町若者定住推進室
　　　　　　　　　　　☎ 73-7521

対 象 者

　町内在住の 40 歳以下または、中学生以下のお子さんがい
る保護者の方 5 人以上で構成する団体やグループなど
※先着順、最大 3 件までとします。

講座内容

　教育資金計画、家計の赤字解消、住宅ローン、子どものこ
づかいについてなど

実施期間

　平成 29 年 2 月 28 日㈫まで
※実施日は、申込者と講師の日程を調整し決定します。

派遣場所
　町内の公共施設・集会場など、申込者が指定する場所

申込期限
　希望実施日の 2 週間前まで

費 用
　無　料

座談会
形式でも
OK です

サケの卵から稚魚までの成長を見て感じ、ご自宅
で育てた稚魚を夕張川に放流、その稚魚が 4 年後、
立派に成長した姿となって、夕張川に帰ってくる。
　そんな、貴重な体験をしてみませんか。

の里親
募集します

■申込期限12 9月 日 ㈮まで

電話による受け付け
申込方法

飼育期間

12 月下旬～平成 29 年 4 月上旬
※飼育水槽などはお貸しします。

ふれあいプラザ内
夕張川自然再生協議会
☎ 72-3000

申込先・問い合わせ
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わ
か
り
や
す
く
皆
さ
ん
に
伝
え
、
通
観

で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
に
は
、
開
拓
１
３
０
年
を

迎
え
ま
す
。
先
人
に
感
謝
の
想
い
を
馳

せ
て
、
私
た
ち
の
郷
土
１
３
０
年
と
い

う
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
栗
山
町
の
発
展
に
も
大
き
な
意
味

を
持
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
土
台
と

な
る
作
業
が
、「
年
表
」
作
成
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
衣
川
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

る
？
季
節
が
進
み
、
気
温
が
下
が
っ
て

く
る
の
に
反
比
例
し
、
私
の
頭
の
中

の
？
マ
ー
ク
と
不
安
メ
ー
タ
ー
が
ど
ん

ど
ん
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。
水
道
管
の

周
り
に
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
貼
り
付
け
て
出

か
け
た
い
く
ら
い
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
抹
の
不
安
は
あ
り
な

が
ら
も
、
粉
砂
糖
の
よ
う
な
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
（
埼
玉
人
か
ら
す
れ
ば
ニ
セ
コ

界
隈
ま
で
行
か
な
く
て
も
十
分
パ
ウ

ダ
ー
！
）
や
空
気
の
澄
ん
だ
夜
の
星
空

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
寒
い
冬
を
私
な
り

に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
に
な
っ
て
、
無
事
に
冬
を
過
ご
せ

ま
し
た
と
い
う
報
告
が
で
き
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
ふ
る
さ
と
納
税
を
担
当
し
て
い
ま

す
、
石
井
翔
馬
で
す
。

　

７
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
連
載

も
、
隊
員
の
自
己
紹
介
が
１
周
回
り
２

周
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
27
年
間
、
埼
玉

周
辺
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
冬
の

北
海
道
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
冬
用

タ
イ
ヤ
、
ワ
イ
パ
ー
、
長
靴
、
ス
コ
ッ

プ
、
窓
に
貼
る
と
結
露
を
吸
収
し
て
く

れ
る
と
い
う
シ
ー
ト
な
ど
、
見
よ
う
見

ま
ね
で
一
通
り
冬
用
グ
ッ
ズ
は
揃
え
た

も
の
の
、
や
は
り
一
番
の
不
安
は
水
道

管
の
凍
結
で
し
ょ
う
か
。

　

水
道
が
凍
る
？
水
を
落
と
す
？
食
べ

物
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
冷
蔵
庫
に
入
れ

　

年
表
は
町
史
編
さ
ん
の
基
礎
に
な
る

も
の
で
、
歴
史
歩
み
を
表
現
す
る
大
切

な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
町
史
編
さ
ん

は
、
年
表
作
り
に
始
ま
り
、
年
表
完
成

で
終
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
す
べ
て
の
土
台
と
な
る
重
要
な

役
割
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
回
の
年
表
は
、
平
成
元
年
か
ら
平

成
30
年
ま
で
の
30
年
間
の
出
来
事
を
記

述
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
の
栗
山
町
で
の
出
来
事
を
は
じ
め
、

道
内
、
国
内
外
な
ど
相
当
な
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
歴
史
的
な
事
実
や
事
業
な

ど
を
「
正
当
」
に
評
価
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
か
ら
ど
れ
を
選
択
し
て

い
く
か
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
大

局
的
な
資
料
の
精
査
と
分
野
別
項
目
の

重
要
度
の
判
断
が
編
さ
ん
作
業
中
に
求

め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

年
表
は
、
町
史
の
本
文
を
支
え
、
一

覧
性
、
索
引
的
な
役
割
な
ど
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
本
的
な
性
格

も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
独

立
し
た
年
表
で
も
あ
り
た
い
と
心
掛

け
、
平
成
元
年
か
ら
30
年
間
の
歩
み
を

期
待
と
不
安
―
初
め
て
の
冬
の
北
海
道

栗
山
町
（
平
成
）
史
編
さ
ん
の
土
台
と
な
る
「
年
表
」

VOL.6

No.6

　町史編さん推進員により、年表作成に向けた打ち合
わせが日々行われています。

　

11
月
11
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
平
成
28

　

11
月
11
日
召
集
さ
れ
ま
し
た
平
成
28
年

第
８
回
栗
山
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

※
議
会
の
詳
し
い
情
報
は
、
町
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tow

n.kuriyam
a.

hokkaido.jp/gikai/

議    

案
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一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

　
　
　
　

理
事
長　

蛯
名　

勇
人

こんにちは！　私たち栗山青年会議所です

　

複
雑
な
感
情
や
思
惑
が
う
ず
ま
い
て

い
て
、
簡
単
に
は
変
化
を
受
け
入
れ
て

く
れ
な
い
し
、
席
も
譲
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
隙
や
詰
め
の
甘
さ
を
見
せ
た
ら
、

一
瞬
で
潰
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、

隙
の
な
い
完
璧
な
「
新
し
い
答
え
」
や

「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
解
明
・
解
決
）」

を
準
備
し
て
、
一
発
で
差
し
替
え
る
な

ん
て
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
と
思

う
の
で
す
。

　

悩
ん
だ
り
と
ま
ど
っ
た
り
し
な
が
ら

も
、変
化
や
広
が
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
や
ス
タ
イ
ル
を
試

行
錯
誤
し
て
い
く
持
続
的
・
情
熱
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
流
出
に
よ
る
地
域
の
疲
弊
な
ど
、

前
例
な
き
地
域
課
題
に
一
般
社
団
法
人

栗
山
青
年
会
議
所
は
新
た
な
可
能
性
を

信
じ
、「
創
造
的
破
壊
」
を
恐
れ
ず
に

向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
日
あ
ら
た
め
て
自
身
に

も
問
う
、「
創
造
的
破
壊
を
お
そ
れ
て

は
い
な
い
か
？
」
と
。

　
「
創
造
的
破
壊
」。
こ
の
言
葉
は
、
先

日
亡
く
な
ら
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代

表
監
督
で
あ
り
、
神
戸
製
鋼
を
７
連
覇

に
導
い
た
平
尾
誠
二
氏
の
座
右
の
銘
で

す
。
創
造
は
「
ク
リ
エ
イ
ト
、つ
く
る
」

と
い
う
意
味
の
創
造
で
、
破
壊
は
「
壊

す
」
と
い
う
意
味
の
破
壊
で
す
。

　

新
し
い
こ
と
を
創
る
時
に
は
、
今
ま

で
し
て
き
た
こ
と
を
や
め
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
今
ま
で
し
て
き
た
こ
と
を

や
め
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
勇
気
と
労

力
の
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

を
恐
れ
て
い
て
は
何
も
新
し
い
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
言
葉
の
意
味
は
新
し

い
も
の
を
創
造
す
る
と
き
に
は
、
伝
統

や
既
成
の
事
物
を
破
壊
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
新
し
い
も
の
を
創
る
た
め
の

破
壊
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
「
常
に
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
な
い

と
、
組
織
や
地
域
は
衰
退
す
る
」
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
実
に
は
、
古
い
も
の
を
正
面
か
ら

破
壊
し
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
古
い
文
化
や
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、
生
々
し

い
「
人
間
」
の
集
合
体
で
す
。

創
造
的
破
壊
を
恐
れ
ず
に

VOL.59

議会の動き

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
3
1
2
0
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
87
億
9
7
3
2
万

2
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
補
正

の
内
容
は
、
町
道
の
改
良
工
事
の
追
加

な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

議会ライブ中継を
ご利用ください

　町民に開かれた議会を目指
し、平成 14 年から実施して
いる議会ライブ中継。
　インターネット以外にも、
下記の施設に設置している大
型テレビでライブ中継を見る
ことができます。
　町の重要な課題などを知っ
ていただく機会ですので、ぜ
ひご利用ください。

【大型テレビ設置施設】
○役場新庁舎正面ロビー
○角田農村環境改善センター
○南部公民館
○カルチャープラザ「Ｅｋｉ」

【次回配信スケジュール】
（放送予定日時）

12 月 1 日㈭　9：30 ～
（会議内容）

第 9 回臨時会
※予定が変更される場合があ

ります。



①
プ
ラ
マ
ー
ク
が
あ
る
か
を
確
認
！

→
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
は
全

て
プ
ラ
ご
み
（
青
袋
）
と
な
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

暴
力
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
に

■
冬
の
暴
力
追
放
運
動

　

道
内
の
暴
力
団
情
勢
は
、
警
察
の
厳
し

い
取
り
締
ま
り
や
道
内
全
市
町
村
で
施
行

さ
れ
た
暴
力
団
排
除
条
例
な
ど
の
法
整

備
、
併
せ
て
活
発
な
地
域
で
の
暴
力
団
排

除
活
動
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
暴
力
団
構

成
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
暴
力
団
の
資
金
獲
得
方
法
で

は
、
薬
物
の
密
売
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
代

表
さ
れ
る
特
殊
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
違

法
行
為
収
益
に
加
え
、
暴
力
団
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
、
あ
る
い
は
共
生
者
を
利
用
し

民
事
介
入
暴
力
や
企
業
対
象
暴
力
を
行
う

な
ど
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
当
要
求
を
行

い
、
そ
の
手
口
を
「
脅
し
か
ら
騙
し
」
へ

と
変
化
・
多
様
化
さ
せ
、
一
層
進
展
し
て

い
ま
す
。

　

暴
力
団
排
除
の
気
運
を
高
め
住
み
よ
い

ま
ち
に
す
る
た
め
、
次
の
「
３
な
い
運

動
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
」
を
展
開
し

ま
す
。
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ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

　

７
月
の
広
報
に
も
載
せ
ま
し
た
が
、
資

源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
（
プ
ラ
ご
み
）
の
分
別
が
残

念
な
が
ら
良
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

分
別
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
出
荷
業
者
か
ら
引
き
取
り
を
拒
否
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
適
正
な
出
し
方
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
出
し
方
の
３
つ
の
ル
ー
ル
】

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
（
青
袋
）
に

入
る
主
な
も
の

※これらのものがプラスチックごみ袋から多く見つかっています。絶対に入れないでください！

②
チ
ュ
ー
ブ
・
ボ
ト
ル
類
の
中
身
は

残
さ
ず
使
い
切
る
！

→
汚
れ
が
付
い
て
い
る
も
の
は
水
洗
い
す

る
な
ど
、き
れ
い
な
状
態
で
捨
て
ま
す
。

汚
い
状
態
で
出
さ
れ
る
と
、
他
の
き
れ

い
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ま
で
汚
し
て
し
ま

い
、
資
源
化
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

③
小
袋
に
入
れ
た
ご
み
を
入
れ
な

い
！
（
二
重
袋
に
し
な
い
）

→
中
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
確
認
で
き

ず
、
分
別
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
（
青
袋
）
に

入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

緩衝剤・
発砲スチロール ボトル類 ポリ袋・ラップ類 チューブ類 トレイ類 パック・カップ類

大
雪
や
暴
風
雪
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
天
気
の
回
復

を
待
つ
。

☆
大
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
で
車
が
立
ち

往
生
し
た
時
は
、
近
く
の
人
家
な
ど
に

必
ず
救
助
を
依
頼
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド

ラ
ン
プ
の
点
灯
や
停
止
表
示
板
を
置
く

な
ど
、
車
が
目
立
つ
よ
う
に
す
る
。

☆
避
難
で
き
る
場
所
や
近
く
に
人
家
が
な

く
避
難
で
き
な
い
場
合
は
、
消
防
（
局

番
な
し
の
１
１
９
）
や
警
察
（
局
番
な

し
の
１
１
０
）
に
連
絡
し
て
、
低
体
温

症
に
注
意
し
つ
つ
車
の
中
で
救
助
を

待
つ
。

☆
車
が
雪
に
埋
ま
っ
た
と
き
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
切
る
。
雪
が
排
気
口
を
ふ
さ
い
で

排
気
ガ
ス
が
逆
流
し
、
一
酸
化
炭
素
中

毒
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
防
寒

な
ど
で
や
む
を
得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

る
と
き
は
、
窓
を
開
け
て
換
気
し
、
こ

ま
め
に
排
気
口
ま
わ
り
を
除
雪
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
課
広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
１

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

☎
０
１
１
（
６
１
１
）
０
１
７
０

　

大
雪
や
暴
風
雪
に
よ
り
気
象
庁
か
ら
気

象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
テ
レ
ビ

や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど
で
気
象
情

報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

家
の
中
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
…

☆
雪
に
関
す
る
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、不
要
な
外
出
を
避
け
る
。

☆
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ

　

オ
・
防
寒
具
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
・

灯
油
・
非
常
食
・
飲
料
水
な
ど
を
準
備

す
る
。

☆
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
給
排
気
口
付
近
が

雪
で
ふ
さ
が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

止
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
時
は
…

☆
車
が
立
ち
往
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
防
寒
着
・
長
靴
・
手
袋
・
ス
コ
ッ

プ
・
け
ん
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
用
意

す
る
と
と
も
に
、
十
分
に
燃
料
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
出
掛
け
る
。

☆
万
が
一
に
備
え
て
、
携
帯
電
話
、
飲
料

水
や
非
常
食
を
所
持
す
る
。

も
し
も
暴
風
雪
に
遭
遇
し
た
ら
…

☆
運
転
し
て
い
て
、
地
吹
雪
な
ど
に
よ
り

危
険
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に
道

【
実
施
期
間
】

　

12
月
15
日
㈭
～
平
成
29
年
１
月
14
日
㈯

【
３
な
い
運
動
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
】

①
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

②
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」

③
暴
力
団
に
「
お
金
を
出
さ
な
い
」

＋
暴
力
団
と
「
交
際
し
な
い
」

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

次
の
こ
と
を
注
意
し
、
実
際
に
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
時
は
、
最
寄
り
の
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
（
局
番
な
し
の

１
１
０
）

◇
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
・
督
促
状

は
、
相
手
方
に
確
認
せ
ず
家
族
に
確
認

◇
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る
振
り
込
め

依
頼
は
、
ま
ず
家
族
に
確
認
し
、
す
ぐ

に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

◇
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
と
き
や
、
少
年
の
非
行
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
勇
気

を
持
っ
て
警
察
に
通
報

◇
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ
の
集
合
や

暴
走
行
為
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と

き
は
、
警
察
に
通
報

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
の
確
認
を
！

ライター、刃物、
カセットガスボンベ

などの危険物

洗面器、バケツ、
おもちゃなどの

プラマークの付いて
いない硬質プラスチック

缶・びん・
ペットボトル 生ごみ
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今
年
度
最
後
と
な
る
栗
山
小
学
校
の

土
曜
授
業
が
11
月
5
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
災
害
や
防
災
に
つ
い
て

学
ぶ
「
く
り
っ
子
防
災
教
室
」
を
実
施
。

1
部
で
は
、「
キ
ッ
ズ
防
火
防
災
教
室
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
た
後
、
地
震
に
よ

り
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
2
部
で
は
、

北
海
道
南
西
沖
地
震
を
体
験
し
た
三
浦

浩
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
あ
の
坂
へ

い
そ
げ
！
」
と
題
し
た
防
災
講
演
会
を

開
催
。
三
浦
さ
ん
は
、ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
自
ら
の
体
験
や
命
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
講
演
し
、
先
生
や
児
童

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

助
け
合
い
や
支
え
合
い
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
町
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
「
２
０
１
６
ふ
れ
あ
い
広
場

く
り
や
ま
」
が
11
月
6
日
、カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
24
の
団
体
な
ど
に
よ
る
出
店

の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
栗
山
い
ち
い

保
育
園
児
に
よ
る
踊
り
や
栗
山
小
5
年

の
櫻
井
耕
作
さ
ん
に
よ
る
子
ど
も
マ

ジ
ッ
ク
、
ロ
ン
リ
ー
田
中
a
n
d
早
坂

さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
と
ト
ン
コ
リ
の

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
大

抽
選
会
で
は
、
く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
1
万
円
分
な
ど
約
80
点
の
商
品
が
当

選
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

栗
山
小
学
校
4
年
生
が
11
月
10
日
、

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
を
訪
問
し
介
護

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
介
護

学
校
の
2
年
生
が
子
ど
も
た
ち
を
指

導
。
は
じ
め
に
、
車
い
す
の
使
い
方
な

ど
実
技
を
交
え
て
説
明
。
そ
の
後
、
3

人
1
組
に
な
り
ス
ロ
ー
プ
や
段
差
の
あ

る
不
安
定
な
場
所
を
車
い
す
で
移
動
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が

ら
体
験
を
し
ま
し
た
。
体
験
後
の
質
疑

応
答
で
は
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
積

極
的
に
学
生
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
4

年
2
組
の
本
田
由
美
さ
ん
は
「
車
い
す

で
段
差
を
移
動
す
る
の
は
少
し
怖
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

家
族
の
健
康
づ
く
り
と
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
促
進
し
よ
う
と
、「
親

子
で
健
幸
講
座
」
が
8
月
か
ら
11
月
ま

で
5
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
体

の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
親

子
14
組
が
参
加
。
栗
山
赤
十
字
病
院
で

は
、
健
康
診
断
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
花

育
家
に
よ
る
講
義
・
花
育
体
験
や
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
講
義
・
試
食
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康

運
動
指
導
士
に
よ
る
エ
ア
ロ
ビ
を
体

験
。
講
座
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
「
紹

介
さ
れ
た
レ
シ
ピ
を
家
で
も
作
っ
て
み

た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

温
ま
る
人
形
劇

青
空
図
書
館

心

童
が
車
い
す
を
体
験

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

児

康
意
識
を
高
め
る

親
子
で
健
幸
講
座

健

い
お
酒
が
で
き
ま
す
よ
う
に

小
林
酒
造
で
祈
醸
祭

良本
格
的
な
新
酒
の
仕
込
み
を
前
に
、

お
い
し
い
酒
が
で
き
る
よ
う
に
願
う
と

と
も
に
蔵
人
の
健
康
と
安
全
を
祈
願
す

る
「
祈き

じ
ょ
う
さ
い

醸
祭
」
が
11
月
18
日
、
小
林
酒

造
株
式
会
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
小
林
米
三
郎
社
長
を
は
じ
め
関
係

職
員
約
20
人
が
参
列
し
、
醸
造
の
成
功

と
安
全
を
祈
願
。
酒
蔵
は
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
仕
込
み
作
業
に
入
り
、
12
月
上

旬
に
一
番
早
い
「
新
酒
し
ぼ
り
た
て
」

が
出
荷
さ
れ
ま
す
。
新
酒
の
仕
込
み
は

来
年
の
3
月
ま
で
続
き
、
熟
成
し
た
の

ち
随
時
出
荷
。
同
社
の
小
林
精
志
専
務

は
「
今
年
も
例
年
通
り
の
芳ほ

う
じ
ゅ
ん醇
で
良
い

お
酒
が
で
き
そ
う
で
す
」
と
お
い
し
い

新
酒
の
出
来
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

域
の
文
化
を
体
感
さ
せ
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

地 

地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
お

う
と
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
10
月
18
日
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
ら
約

70
人
が
参
加
。
栗
山
青
年
会
議
所
の
蛯

名
勇
人
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た

後
、
株
式
会
社
北
海
道
宝
島
旅
行
社
の

鈴
木
宏
一
郎
社
長
が
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
鈴
木
社
長
は「
地
域
の
歴
史
・
文
化
・

生
活
を
有
料
で
体
感
さ
せ
て
あ
げ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
大
事
」
と
呼
び
か
け
、

そ
の
後
、
3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
参
加

者
は
各
パ
ネ
ラ
ー
の
発
言
を
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
主
催
の
青
空
図
書
館
が
10
月

30
日
、
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
札
幌
市
の
人
形
劇
団「
え
り
っ

こ
」
を
招
き
、
人
形
劇
「
ふ
し
ぎ
の
森

の
ヤ
ー
ヤ
ー
」
を
上
演
。
ヤ
ー
ヤ
ー
が

ふ
し
ぎ
の
森
の
住
人
と
交
流
す
る
愉
快

で
心
温
ま
る
物
語
で
、
来
場
し
た
約
70

人
の
親
子
連
れ
は
人
形
劇
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
山
小
1
年

の
腰
本
穂す

い依
さ
ん
（
6
歳
）
は
「
ヤ
ー

ヤ
ー
が
面
白
か
っ
た
」
と
話
す
と
、
お

母
さ
ん
の
江
里
沙
さ
ん
は
「
装
置
が
工

夫
さ
れ
て
い
て
す
ご
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動
（
11
月
11
日
～

20
日
）
初
日
の
11
月
11
日
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
町
交
通
安
全
ゆ
り
の
会
、

栗
山
自
動
車
学
校
職
員
、
町
職
員
約
90

人
が
、
町
道
中
央
通
り
と
南
大
通
り
沿

い
で
交
通
安
全
啓
発
活
動
「
イ
エ
ロ
ー

作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
町
交
通
安
全

協
会
の
岩
﨑
俊
英
会
長
が
「
こ
れ
か
ら

飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
。
も
う
一
度

気
を
引
き
締
め
て
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
参

加
者
は
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
」
と
書
か
れ
た
黄
色
い

旗
を
振
り
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
運
転
呼
び
か
け
る

イ
エ
ロ
ー
作
戦

安

え
合
う
心
を
育
も
う

２
０
１
６
ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま

支

害
か
ら
自
分
の
命
を
守
る

く
り
っ
子
防
災
教
室

災



※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
外
来
で
、「
あ
の
ぅ
～
、
ち
ょ
っ

と
お
話
し
が
…
」
と
診
察
の
終
わ
り
に
話

し
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
お
漏
ら
し
の
相
談
が
時
々
あ

り
、
特
に
小
学
校
入
学
前
後
や
、
５
・
６

年
を
控
え
る
時
期
に
心
配
が
多
く
な
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

夜
尿
症
と
は
「
小
学
生
に
な
っ
て
も
ほ

ぼ
毎
日
睡
眠
中
に
ち
び
っ
た
り
（
遺
尿
）、

尿
が
出
た
り
（
夜
尿
）
し
て
衣
類
や
寝
具

を
濡
ら
し
て
し
ま
う
状
態
」
で
す
。
き
ち

ん
と
し
た
基
準
は
表
１
に
示
す
と
お
り

で
す
。

　

夜
尿
は
年
齢
が
上
が
っ
て
く
る
と
自
然

に
消
失
し
、
小
学
校
入
学
時
に
は
10
％
ほ

ど
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、
毎
年
15
～

17
％
の
人
が
治
っ
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、

小
学
生
に
な
る
と
学
校
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
で
宿
泊
す
る
機
会
が
多
く
な

夜
尿
症
と
は

　

一
次
性
夜
尿
症
と
は
「
夜
尿
の
な
い
時

期
が
６
カ
月
未
満
の
例
で
75
～
90
％
を
占

め
る
」、
二
次
性
夜
尿
症
と
は
「
夜
尿
の

な
い
時
期
が
６
カ
月
以
上
あ
る
例
で
10
～

25
％
を
占
め
る
」
も
の
で
す
。

【
単
一
症
候
性
夜
尿
症
と
非
単
一
症
候
性
夜
尿
症
】

　

単
一
症
候
性
夜
尿
症
と
は
「
夜
尿
症
以

外
の
下
部
尿
路
症
状
を
認
め
な
い
も
の
」

で
非
単
一
症
候
性
夜
尿
症
と
は
「
下
部
尿

路
症
状
を
有
す
る
も
の
」
で
す
。
下
部
尿

路
症
状
（
表
２
）
と
は
排
尿
筋
が
弱
か
っ

た
り
、
繰
り
返
す
尿
路
感
染
症
や
脊せ

き
つ
い椎

癒ゆ

合ご
う

不
全
症
な
ど
が
あ
る
も
の
で
す
。

（
表
２
）
下
部
尿
路
症
状

　

夜
尿
症
の
原
因
と
し
て
、
①
夜
間
尿
量

増
大
②
膀ぼ

う
こ
う胱
容
量
低
下
③
両
者
を
併
せ
持

つ
混
合
型
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

原
因
に
よ
っ
て
治
療
の
方
法
が
少
し
変

わ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
、
大

切
な
こ
と
は
夜
尿
の
状
況
や
本
人
を
取
り

巻
く
環
境
の
こ
と
（
問
診
）、
成
長
や
睡

眠
の
様
子
、
体
の
具
合
（
診
察
）、
そ
れ

に
尿
検
査
で
す
。

　

そ
し
て
、
治
療
の
柱
は
①
生
活
指
導
と

行
動
療
法
②
積
極
的
治
療
と
し
て
ア
ラ
ー

ム
療
法
と
薬
物
療
法
で
す
。

ち
ょ
っ
と
相
談
し
に
く
い
「
夜
尿
症
」
１

り
夜
尿
が
続
い
て
い
る
と
「
大
丈
夫
か

な
？
」
と
本
人
や
家
族
の
方
の
心
配
が
強

く
な
る
よ
う
で
す
。

（
表
１
）
夜
尿
症
の
診
断
基
準

　

日
本
夜
尿
症
学
会
は
平
成
28
年
、
12
年

ぶ
り
に
「
夜
尿
症
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
６
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
最
近
は

夜
尿
に
対
す
る
生
活
指
導
や
薬
物
に
よ
る

治
療
に
よ
り
治ち

ゆ癒
し
、
治
療
期
間
も
短
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

夜
尿
症
の
分
類
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

【
一
次
性
夜
尿
症
と
二
次
性
夜
尿
症
】

に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

西
見
　
寿
博

治
療
の
始
ま
り

(1)
５
歳
以
上
の
小
児
の
就
寝
中
の
間
欠
的
失

禁
が
あ
る

(2)
昼
間
尿
失
禁
や
、
他
の
下
部
尿
路
症
状
の

合
併
の
有
無
を
問
わ
な
い

(3)
１
カ
月
に
１
回
以
上
の
夜
尿
が
３
カ
月
以

上
続
く
も
の
と
す
る

(4)
１
週
間
に
４
日
以
上
の
夜
尿
を
頻
回
。
３

回
以
下
の
夜
尿
を
非
頻
回
と
す
る

(1)
排
尿
頻
度
が
過
多
（
１
日
８
回
以
上
）
か

過
小
（
１
日
３
回
以
下
）

(2)
昼
間
尿
失
禁

(3)
尿
意
切
迫

(4)
排
尿
開
始
困
難

(5)
腹
圧
を
か
け
て
排
尿

(6)
微
弱
尿
線

(7)
断
続
排
尿

(8)
尿
こ
ら
え
の
姿
勢

(9)
残
尿
感

(10)
排
尿
後
の
ち
び
り

(11)
外
性
器
や
排
尿
後
の
疼
痛

夜
尿
症
の
分
類

【尿こらえの姿勢】
足を交差させて排尿を抑制

【尿こらえの姿勢】
かかとを会陰部に押し
つけて排尿を抑制

19 広報くりやま　2016. 12 182016. 12　広報くりやま   

献
血
の
お
知
ら
せ

【
期　

日
】
12
月
19
日
㈪

【
場
所
・
時
間
】

○
松
原
産
業
株
式
会
社

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

○
栗
山
警
察
署

　

正
午
～
午
後
１
時

○
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
１
時
半
～
２
時
半

○
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
３
時
～
４
時
半

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

【
期　

日
】

①
12
月
23
日
㈷

②
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭

【
場　

所
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
健
（
検
）
診
機
関
】

期
日
①
結
核
予
防
会

期
日
②
北
海
道
対
が
ん
協
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
）

※
期
日
①
の
み
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
が

あ
り
、
期
日
②
は
今
年
度
最
後
の
集

団
検
診
と
な
り
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

家庭や職場などで適切に対応を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
に

○
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

○
飛
沫
感
染
対
策
と
し
て
の
「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」

・
咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向
け
て
発

し
な
い
こ
と

・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
で
き
る

だ
け
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
。
マ
ス
ク
が

な
い
場
合
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
腕
の
内

側
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
顔
を
他
の

人
に
向
け
な
い
こ
と

・
鼻
汁
や
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、
手
の
ひ
ら

で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止
め
た
時

は
、
す
ぐ
に
手
を
洗
う
こ
と

○
外
出
後
の
流
水
・
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

○
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
度
な
湿
度
の

保
持

○
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄

養
摂
取

○
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

場
合
は
？

○
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

○
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

○
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う

○
不ふ

し
ょ
く
ふ

織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

○
無
理
を
し
て
、
学
校
や
職
場
な
ど
に
行

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

は
、
接
種
し
た
２
週
間
後
か
ら
５
カ
月
間

程
度
ま
で
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
予
防
接
種
は
12
月
中
旬
ま

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

　インフルエンザは例年 12 月から３月に流行しま
す。今シーズンは、発生数が過去５年間の同時期と
比較してかなり多いと報告されています。
　流行を防ぐためには、原因となるウイルスを体内
に侵入させないことや周囲にうつさないようにする
ことが重要です。

インフルエンザ
注意しましょう！

に

インフルエンザ 風　邪

主な

症状

○発熱（38℃以上）
○頭痛、関節痛や筋肉

痛などの全身症状が
突然現れる

○普通の風邪症状

○発熱（微熱）
○のどの痛み、鼻汁、

くしゃみや咳など

注意点

○感染は短期間で急激
に広がる

○お子さんは、まれに
急性脳炎を、高齢者
は肺炎を伴うなど重
症化することがある

○感染は徐々に広がる
○重症化することは少

ない

＜インフルエンザと風邪の違い＞



　

限定30食大好評！手打ちそば
★今月の「そばの日」　
　12 月 2 日・9 日・16 日・23 日
　（毎週金曜日　11：00 ～）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展示会
などでのご利用をお待ちしています。
　まずはご相談ください！ 

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室 です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.105

栗山公園
だよりまちの駅

イベント
まちの駅
イベント12月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

★春までお休みします★
・なかよし動物園
・バーベキューコーナー
・キャンプ場
・栗山公園案内所
・かき氷＆フードの店　ぽけっと
・各種遊具

　平成 28 年もたくさんの皆さんに栗山公園をご利用いただき、
ありがとうございました。去年の 8 万人を上回る 9 万人のお
客様がご来園。スタッフ一同、心より感謝しています。
　また、今年は「かき氷＆フードの店　ぽけっと」や「キッズ
ＳＬ」など、新しいスポットも仲間入り。皆さん、楽しんでい
ただけたでしょうか。
　来年も楽しい公園づくりをしていきたいと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。開園日にまた、お会いしましょう !!

通信販売 ･･･ いつの間にか
定期購入になっていた

【国民生活センター相談事例】

　新聞広告を見て健康食品を電話で注文した。数日後代引きで届き、代金
を支払い受け取った。
　1 カ月後に同じ商品が届いたが、請求書もなかったので無料だと思い、
飲んでしまった。
　さらに 1 カ月後、6,000 円の振込用紙とともにまた健康食品が送られて
きたため、驚いて業者に連絡したところ「期日までに断りの電話がなかっ
たので、定期購入になっている」と言われた。
　定期購入を申し込んだ覚えはない。（60 代男性 )

今シーズンの営業を終了しました！今シーズンの営業を終了しました！今シーズンの営業を終了しました！

○通信販売で、広告を見て 1回限りの購入だと思って申し込んでも、定
　期的に商品を購入することになってしまうケースがあります。
○通信販売を利用する際は、商品の特徴や価格だけでなく、購入や返品
　の条件、送られてきた商品に同封された書類などについてもしっかり
　確認しましょう。
●困ったときは、南空知消費生活相談室にご相談ください。

■アドバイス

★来期開園予定日★
平成 29年 4月 29 日㈷

　

ク
リ
ス
マ
ス
お
手
軽
料
理
教
室

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
１

回
行
わ
れ
て
い
る「
パ
ク
モ
グ
相
談
」

と
女
性
農
業
者
の
学
び
の
場
「
く
り

や
ま
農
業
女
性
塾
」
に
よ
る
コ
ラ
ボ

事
業
で
す
。

　

く
り
や
ま
か
ま
ど
帖
の
紹
介
や
調

理
・
試
食
を
行
な
い
ま
す
。

【
日

時
】

　

12
月
16
日
㈮　

　

午
前
10
時
15
分
～
正
午

【
場

所
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
講

師
】

　

松
田　

真
枝
さ
ん

　
（
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

【
定

員
】
13
人
（
託
児
あ
り
）

【
参
加
費
】
３
０
０
円

【
メ
ニ
ュ
ー
】

○
さ
ら
さ
ら
レ
ッ
ド
ペ
ー
ス
ト

○
栗
山
産
か
ん
た
ん
グ
ラ
タ
ン

○
ナ
ポ
リ
タ
ン　

な
ど

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

児童福祉手当制度児童福祉手当制度児童福祉手当制度

パ
ク
モ
グ
相
談
×

　
く
り
や
ま
農
業
女
性
塾

児童扶養手当
◆受給資格
　ひとり親家庭で次の①から⑨までのいずれかに該当する 18 歳に達する日以後最
初の 3 月 31 日（障がいのある方は 20 歳未満）までの児童を養育している方、また
は代わりに児童を養育されている方
①父母が婚姻を解消した児童
②父（母）が死亡した児童
③父（母）が重度の障がいのある児童
④父（母）の生死があきらかでない児童
⑤父（母）から 1 年以上遺棄されている児童
⑥父（母）が 1 年以上拘禁されている児童
⑦父（母）が裁判所の DV 保護命令を受けている児童
⑧母が婚姻しないで生まれた児童
⑨父・母ともに生死不明である児童
※事実婚（婚姻届は出していないが、婚姻と同じ状態にある）の方は対象になりま　
せん。
◆手当月額　（全額支給）42,330 円（一部支給）9,990 円～ 42,320 円
◆支 給 月　4・8・12 月に 4 カ月分ずつ支給
特別児童扶養手当
◆受給資格
　身体や精神に障がいのある 20 歳未満の児童の父母、または父母に代わって児童
を養育されている方
※障がいの程度により数年に一度、医師の診断書を提出していただきます。
◆手当月額　（一級）51,500 円（二級）34,300 円
◆支 給 月　4・8・11 月に 4 カ月分ずつ支給

【制度に関する問い合わせ】
　町保健福祉課福祉・子育てグループ（窓口④）　☎ 73-2222

ご存じですか？

　18 歳未満のお子さんのいるひとり親家族の方や、障が
いのある 20 歳未満のお子さんを養育されている方への手
当制度です。
※受給には所得制限があり年に一度、児童の状況や前年の
　所得などの申告のため現況届を提出していただきます。
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いつも人気のウサギさん

会
え
る
の
を

楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
！



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

固
定
資
産
に
異
動
が
あ
れ
ば
連
絡
を　

 

　

土
地
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資
産
税

は
、
毎
年
1
月
1
日
の
状
況
に
よ
っ
て

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
が

あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

特
に
、
車
庫
や
物
置
、
倉
庫
な
ど
は
忘

れ
や
す
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
所
有
者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
相
続
登
記
や
今
後
の
納
税

さ
れ
る
方
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
4

年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的
に
活
用
し
よ
う

　
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め

の
行
動
指
針
」（
平
成
22
年
６
月
改
定
）

で
、
平
成
32
年
ま
で
に
「
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
率
を
70
％
ま
で
引
き
上
げ

る
」と
し
た
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
年

末
年
始
に
お
け
る
連
続
休
暇
、来
年（
来

年
度
）
の
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付

与
な
ど
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
企
画
課

☎
0
１
１（
7
0
9
）2
3
1
1

内
線（
3
5
7
5
）

く
ら
し

　

火
災
警
報
器
の
電
池
寿
命
の
確
認
を

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の
寿
命

は
10
年
が
目
安
で
す
。
電
池
切
れ
で
警

報
音
が
鳴
ら
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
作

動
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

日
本
火
災
報
知
機
工
業
会

　

☎
０
１
２
０（
５
６
５
）９
１
１

　

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団　

ク
リ
ス
マ
ス　

　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日　
　

時　

12
月
18
日
㈰　

開
場　

午
後
１
時

開
演　

午
後
1
時
半
（
入
場
無
料
）

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」ロ
ビ
ー

※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
発
表
予
定
曲　
　

　
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス　
　

　

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
ほ
か

◆
ゲ
ス
ト
出
演

北
海
道
教
育
大
学　

岩
見
沢
校

芸
術
課
程
音
楽
コ
ー
ス
声
楽
専
攻
４
年

月
下
愛
実
さ
ん
（
合
唱
団
Ｏ
Ｇ
）

◆
問
い
合
わ
せ

代
表　

上
中
美
穂

☎
0
１
２
３（
７
６
）７
８
１
４

指
導　

永
岡
真
佐
子

　

☎
０
９
０（
９
５
１
０
）９
６
５
０

　

報
告
会
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
」

　

～
介
護
学
生
が
学
ん
だ
こ
と
～　

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
が
、

福
祉
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
2
週
間

留
学
し
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
学
ん
だ

こ
と
や
、文
化
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時　
　

　

12
月
15
日
㈭　

午
後
6
時
～
7
時
半

◆
場　
　

所　
　

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

2
階
２
０
５
教
室

◆
内

容　
　
　

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
、
文
化
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
事
務
局

☎
�
６
０
６
０

栗
山
地
区
新
年
交
礼
会

◆
日　
　

時

平
成
29
年
1
月
7
日
㈯　

午
後
5
時
半
～

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
会

費　

１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
15
日
㈭

◆
申
込
先　

　

商
工
会
議
所
ま
た
は
所
属
町
内
会
長
へ

会
費
を
添
え
て
申
し
込
み

※
個
別
に
は
案
内
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。　

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所

☎
�
1
2
7
8

　

合
格
祈
願
祭

　

合
格
祈
願
祭
は
、
社
殿
で
厳
粛
な
雰

囲
気
の
も
と
執
り
行
い
ま
す
。

　

終
了
後
は
神
社
関
係
者
よ
り
温
か
い

梅
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社

殿
内
は
大
変
冷
え
込
み
ま
す
の
で
暖
か

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　
　

時　

12
月
31
日
㈯

※
受
付
は
午
後
10
時
50
分
か
ら
で
す
。

◆
場　
　

所　

栗
山
天
満
宮
社
殿

◆
参
加
費　

２
０
０
０
円

　
（
祈
願
料
・
お
守
り
・
絵
馬
）

◆
受

付

※
合
格
祈
願
の
受
付
締
切
は
午
前
０
時
20

　

分
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

担
当　

塩
見

☎
０
９
０（
６
２
１
１
）０
２
０
０

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
設

　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
が
互
い
の
情
報
を

交
換
し
合
う
こ
と
で
「
ホ
ッ
と
一
息
つ

け
る
」
憩
い
の
場
で
す
。

　

カ
フ
ェ
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
（
有
料
）
を
飲
み
な
が
ら
、

認
知
症
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て
、
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
職
員
に
相
談

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時　

　

12
月
21
日
㈬　

午
後
1
時
半
～
3
時

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

国 民 年 金

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

年末調整・確定申告に添付してください

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申
告において全額が社会保険料控除の対象となり
ます。その年の 1 月 1 日から 12 月 31 日までに
納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付
したことを証明する書類の添付が義務付けられ
ています。
　このため、平成 28 年 1 月 1 日から 9 月 30 日
までの間に国民年金保険料を納付された方につ
いては「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」が 10 月下旬に日本年金機構本部から送付
されましたので、年末調整や確定申告の際には
必ずこの証明書（または領収証書）を添付して
ください。
　また、10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に今
年はじめて国民年金保険料を納付された方につ
いては、平成 29 年 2 月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された
場合も、ご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られた控除証
明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
についてのご照会は、控除証明書のはがきに表
示されている下記の番号にお問い
合わせください。

控除証明書専用ダイヤル

（平成 29 年３月 15 日㈬まで）

☎ 0570-003-004

催
し

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
耐
震

改
修
お
よ
び
老
朽
住
宅
の
解
体
工
事
に

よ
り
住
環
境
を
改
善
す
る
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

◆
対
象
者 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
住
宅
を
所

有
し
て
お
り
、
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

※
工
事
後
、
本
町
に
移
住
予
定
の
場
合
や

解
体
工
事
の
場
合
は
、
町
外
の
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

◆
助
成
額

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

　

工
事
費
の
３
割
（
10
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
30
万
円
） 

②
耐
震
改
修
工
事 

　

工
事
費
の
２
割
（
50
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

　

工
事
費
の
２
割
（
50
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
20
万
円
）

◆
対
象
工
事

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
ま
た
は
町

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
所
で
、
と

も
に
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
事

業
所
が
施
工
す
る
工
事 

※
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ 

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
３

※
広
報
く
り
や
ま
11
月
号
25
ペ
ー
ジ
の

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
の
開
催
時
間
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

×
午
前
10
時
～
11
時
半

○
午
後
１
時
半
～
３
時

12
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
December

23 広報くりやま   2016. 12 222016. 12　広報くりやま   



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・
初
心
者

教
室

【
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
】

◆
対

象

　

小
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
５
級
程
度

以
上
）、
未
就
学
児
（
年
長
児
）

※
栗
山
町
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス
を
滑
り
降
り

で
き
る
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

※
初
心
者
の
お
子
さ
ん
は
、事
前
に「
キ
ッ

ズ
教
室
」
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

　

平
成
29
年
１
月
5
日
㈭
か
ら
13
日
㈮
の

平
日
お
よ
び
9
日
㈷
を
含
む
全
7
回

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

栗
山
町
ス
キ
ー
場

◆
内

容

　

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
１
級
を
目
指
し
た

ポ
ー
ル
練
習

◆
受
講
料　

７
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
込
み
で
、リ
フ
ト
代
は
別
で
す
。

◆
定

員　

40
人

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
7
日
㈬　

午
後
6
時
半
～

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日　

説
明
会
当
日
に
受
付

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

桐
越
浩
志

　

☎
０
９
０（
３
０
１
９
）１
３
２
６

　
【
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
】

◆
対

象

　

未
就
学
児
（
年
長
児
）
～
小
学
２
年
生

（
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
お
子
さ
ん
、

初
心
者
）

※
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
」
を
受
講

希
望
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
方
は
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

　

平
成
29
年
1
月
3
日
㈫
・
4
日
㈬
の
２

日
間

　
【
3
日
】　

午
前
10
時
～
11
時
半
、

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
半

　
【
4
日
】　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

三
笠
市
桂
沢
ス
キ
ー
場
ほ
か

◆
内

容

　
「
止
ま
る
」「
回
転
で
き
る
」
を
目
標
に
、

リ
フ
ト
を
利
用
し
た
短
期
集
中
講
座

◆
受
講
料　

7
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
込
み
で
、リ
フ
ト
代
は
別
で
す
。

◆
定

員　

　

8
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
7
日
㈬　

午
後
６
時
半
～

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

　

☎
０
９
０（
１
５
２
６
）３
３
５
６

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
お
よ
び
丙
種
に
つ
い
て
制
限
な
し

◆
試
験
日　

　

平
成
29
年
1
月
29
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

・
そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

12
月
9
日
㈮
～
19
日
㈪

　

電
子
申
請　

12
月
6
日
㈫
～
16
日
㈮

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

平
成
29
年
1
月
29
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

12
月
9
日
㈮
～
19
日
㈪

　

電
子
申
請　

12
月
6
日
㈫
～
16
日
㈮

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・
レ
ー
シ

ン
グ
会
員
募
集

◆
説
明
会

◇
日　
　

時

　

12
月
7
日
㈬　

午
後
7
時
半
～

◇
場　
　

所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
会　
　

費

　

2
5
0
0
0
円
（
傷
害
保
険
を
含
む
）

◆
申
し
込
み

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

桐
越

　

☎
０
９
０（
3
0
1
9
）1
3
2
6

日
ハ
ム
を
応
援
す
る　
　
　
　

栗
山
の
会
会
員
募
集

◆
栗
山
の
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員

　

大
人
・
小
人
（
小
学
生
以
下
）
４
３
０
０
円

※
球
団
事
務
局
よ
り
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー

ド
が
送
ら
れ
ま
す
。

○
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員
の
特
典

･
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
限
定
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
非
売
品
）

･
会
員
証
＆
ピ
ン
バ
ッ
ジ
＆
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
マ
ガ
ジ
ン

･
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売
＆
会
員
価
格

･
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

会
員
先
行

抽
選
予
約

･
来
場
プ
レ
ゼ
ン
ト
＆
来
場
ポ
イ
ン
ト

◆
栗
山
の
会
一
般
会
員

　

大
人　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
以
下
）　

 

１
０
０
０
円

○
栗
山
の
会
特
典

　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
費
割
引

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応

援
す
る
栗
山
の
会　

高
杉

☎
０
９
０（
８
７
０
６
）3
8
4
9

　

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
募
集　
　
　

　
　

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や

交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
一
人
で
参
加

さ
れ
る
方
が
８
割
以
上
、
初
め
て
海
外

へ
行
か
れ
る
方
が
６
割
以
上
の
参
加
で

す
の
で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
づ
く

り
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
安
心
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

水道が凍ってしまったら
　水道は氷点下 4 度以下になると、日中でも凍
結や破損の恐れがあります。外出時や、おやす
み前は水落としをするように心掛けましょう。
　軽い凍結の場合は、露出している管（保温筒
などは取り外す）や蛇口などにタオルを巻きつ
け、上からお湯をゆっくりとかけて溶かしてく
ださい。
　それでも水が出ない場合は、次の指定工事業
者に連絡してください。

※修理の依頼は、8：00 から 16：00 までにお願
いします。（有償です）

みんなの

水 道

【問い合わせ】

町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

□丸勝給水設備工業株式会社（中央 1）
　☎ 72－1445
□北海設備工業株式会社（朝日 3）
　☎ 72－3440
□三友工業株式会社（継立）
　☎ 75－2050
□有限会社水工社（朝日 3）
　☎ 72－5283
□クリーンセンター株式会社（中央 3）
　☎ 73－3200

講
習

試
験

募
集

◆
内　

容

　
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

◆
研
修
国

　

英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

◆
日　

程

　

平
成
29
年
３
月
25
日
㈯
～
４
月
５
日
㈬　

９
～
11
日
間　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
対　

象

　

小
３
か
ら
高
３
の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
説
明
会

　

全
国
15
都
市
、

　

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰
～
22
日
㈰

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。

◆
参
加
費

　

3
1
8
0
0
0
円
～
４
７
８
０
０
０
円

※
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
し
込

み
の
方
は
、１
万
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

◆
締
切
期
日

　

平
成
29
年
２
月
３
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
0
3（
6
4
1
7
）9
7
2
1

　

メ
ー
ル 　

info@
kskk.or.jp

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます介 護 保 険 料　　　　　⑥期

後期高齢者医療保険料　　　⑥期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　⑥期

町 道 民 税　　　　　④期

}12月26日（月）

作品募集中第 3 回
栗山町内の景観写真を大募集 !
住所・年齢を問わず誰でも応募可能

（平成 29 年 4 月 30 日㈰締切）
グランプリには 2 万円相当の町特産
物を贈呈！こども賞アリ！
facebook などの SNS からも応募可

【問い合わせ】
　町建設水道課技術グループ
　☎ 73-7513
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

　

町
へ

【
金
一
封
】

◇
飯
沼　

紀
さ
ん（
継
立
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
早
坂　

邦
雄
さ
ん
（
湯
地
）

◇
田
中
ミ
ツ
コ
さ
ん
（
中
央
4
）

◇
栗
山
高
校
生
徒
会

◇
栗
山
菊
花
好
友
会
（
塚
本
虎
男
会
長
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
早
坂　

邦
雄
さ
ん
（
湯
地
）

◇
渡
辺
セ
ツ
子
さ
ん
（
由
仁
町
）

【
慰　

問
】

◇
松
本　

貴
子
さ
ん
（
中
央
4
）

◇
エ
ミ
さ
ん
（
枝
幸
町
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

◇
角
田
町
内
連
合
会

◇
日
興
美
装
工
業
株
式
会
社

　

お
休
み　

12
月
31
日
㈯
～
1
月
5
日
㈭

　

出
生
、
死
亡
の
届
出
は
受
付
し
ま
す
。

　
（
死
亡
届
に
伴
う
火
葬
許
可
書
の
発
行

は
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分
）

※
1
月
1
日
㈰
の
日
曜
窓
口
開
設
は
お
休

み
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
９

　

お
休
み　

12
月
30
日
㈮
～
1
月
3
日
㈫

■
年
末
の
ご
み
収
集
日　

　

12
月
29
日
㈭
ま
で
は
通
常
ど
お
り

■
年
始
の
ご
み
収
集
日　

　

1
月
4
日
㈬
か
ら
は
通
常
ど
お
り

※
４
日
㈬
は
資
源
物
収
集
及
び
農
村
地
区

の
ご
み
収
集
と
な
り
ま
す
。

■
環
境
セ
ン
タ
ー
（
桜
山
）
へ
の
自
己
搬
入　

　

年
末　

12
月
29
日
㈭
ま
で

　

年
始　

1
月
6
日
㈮
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

　

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
１

　

お
休
み　

12
月
31
日
㈯
～
1
月
5
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
2

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

12
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対　
　

象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
１
２
2

無
料
法
律
相
談

　

法
律
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料

法
律
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

12
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

◇
株
式
会
社
日
総

◇
西
一
食
品
株
式
会
社

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
有
限
会
社
吉
村
葬
儀
社
（
松
風
４
）

◇
あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア
ー
（
角
田
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
川
西　

光
子
さ
ん
（
松
風
）

◇
カ
モ
ミ
ー
ル

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
日
赤
奉
仕
団

◇
カ
モ
ミ
ー
ル

相
談

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

北
野
未み

く

り

玖
理 

10/29

吉
田
和な

お桜 

10/29

お
め
で
た中

央
３

朝
日
３

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

平
岡
秀
雄 

90 

10/15 

本　

人

蛇
谷
あ
さ
ゑ 

95 

10/17 

本

人

戸
村
ツ
ヤ
子 

96 

10/23 

本

人

安
藤
ユ
キ
子 

93 

10/23 

信

雄

西
森
和
昭 

80 

10/25 

本

人

新
井
英
子 

76 

10/27 

愼

一

髙
野
朝
子 

86 

10/29 

一

裕

岩
花
ヱ
ミ
子 

84 

11/2 

義

勝

太
田
三
和
子 

86 

11/9 

本

人

堤
　

恭
一 

86 

11/13 

本

人

お
く
や
み角

田

雨
煙
別

松
風
２

松
風
３

松
風
４

杵

臼

旭

台

南
学
田

中

里

錦

３

ご
厚
意

○年末年始業務カレンダー
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

役場本庁舎 通常 お休み　※ 1 日㈰の日曜窓口開設もお休み 通常

総合福祉センター「しゃるる」
カルチャープラザ「Eki」
角田農村環境改善センター
南部公民館
スポーツセンター
開拓記念館・泉記念館
勤労者福祉センター
いきいき交流プラザ
児童センター
子育て支援センター「スキップ」
ふれあいプラザ
あさひ工房
図書館

（角田図書室・継立図書室）

通常 お休み 通常

家庭ごみ・資源物の収集 通常 お休み※ 4 日㈬、5 日㈭は収集のみ 通常

町営バス 通常 お休み 通常

栗山赤十字病院 通常 お休み（12/29 ～ 1/3）※救急の場合は救急外来へ 通常

数

馬

貴

子
亨

和

恵

　　　平成 28 年　      　　　                  平成 29 年
　　　12/31 ㈯　　　　　　　　　1/5 ㈭

＜年末年始の業務案内＞
各種手続きはお早めに！

年末年始の窓口は混雑が予想されます。各種手続きは、お早めに済ませるようご協力ください。

この期間は役場・各出張所はお休みです
業務は年内 30 日㈮まで、年始は 6 日㈮から通常通り行います

※主な施設の年末年始のお休み期間は下記のカレンダーをご覧ください。

役
場
本
庁
舎

家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集

町
営
バ
ス

阿
部
ハ
ル
ヨ 

94 

11/13 

本

人

藏
田
信
一 

88 

11/13 

信

幸
桜
丘
１

共

和
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クリスマスキャンドルづくり

丹精込めて育てた菊花作品が咲き誇る＊菊花展

今年で 50 回目となる「栗山町菊花展」が行われました。
栗山町菊花好友会のメンバーが丹精込めて育てた大

輪や福助、懸
けんがい

崖など約 100 点の菊花作品を展示。多くの
人の目を楽しませました。3 日には表彰式が同会場で行
われ、7 部門を審査。金賞受賞者には盾が贈られました。
塚本虎男会長は、「菊づくりは生きがいですので、これか
らも手塩にかけて美しい菊を育てたいです」と話してい
ました。　　　　　　　　　　　　    （11 月 1 日～ 3 日）

初の道外大会で優勝＊栗山ロッキーズ

第49 回栗山町芸能祭の「芸能発表」が、カルチャー
プラザ「Eki」で行われました。町文化連盟芸能部

門の 7 サークルが日ごろの練習の成果を発表。出演者は、
満員の観客を前に民謡、和楽器、日舞、フラダンス、詩
吟を披露し、会場からは張りのある歌声や優雅な舞が披
露されるたびに、大きな拍手が送られていました。また、
最後にくりやまＯＨ !! 夢乱咲（オオムラサキ）が友情出
演し、華麗な演舞を披露しました。　　　  （11 月 3 日）

年に一度の晴れ舞台＊芸能祭「芸能発表」

教育活動について語り合う＊ふるさと教育交流会 

青森県むつ市で 11 月 12 日から 13 日にかけて開催さ
れた「第 13 回北日本少年軟式野球選手権大会」で

栗山ロッキーズが優勝し、選手 13 人が南條宏教育長を訪
れ報告しました。創部 33 年目にして初の道外大会出場で
の優勝。大会は北日本の代表 8 チームが集まり、決勝戦
では、滝川少年野球倶楽部（北海道）を 7 回サヨナラの
5 対 4 で下し、初出場初優勝を成し遂げました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （11 月 21 日）

町地域教育協議会主催の「第 6 回栗山町ふるさと教
育交流会」が、雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウ

スで開かれました。6 回目となった今回は約 100 人が参加。
はじめに株式会社北海道新聞社校閲部次長の伊藤圭三さ
んが「栗山のふるさと教育のすばらしさ～ 2 年の取材活
動で感じたこと」をテーマに講演を行いました。その後、

「他の町から見たくりやま」をテーマにパネルディスカッ
ションが行われました。　　　　　　　　　（11 月 9 日）

■リフト無料開放
　オープン日は、リフトを無料開放
■オープンセレモニー
　12 月 23 日㈷　10：00 ～
■開設期間
　12 月 23 日㈷～平成 29 年 3 月 12 日㈰　
　9：00 ～ 16：30
※積雪によってオープンを延期する場合があります。
■問い合わせ
　町スキー場　☎ 72-1725

栗山町スキー場　
12 月 23 日㈷オープン

クリスマスキャンドルづくり
　手作りキャンドルで冬の夜を過ごしてみませんか ?
今年は雪だるまと雪うさぎを作ります。世界に 1 つ
だけの手作りキャンドルはプレゼントにもピッタリ
です！
■日　　時　
　12 月 11 日㈰
　13：30 ～ 16：00
■場　　所　
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
■対　　象　小学 4 年生以上
　　　　　※小学校 3 年生以下の参加は保護者同伴
　　　　　　です。
■定　　員　20 人
■持  ち  物　汚れてもよい服装、軍手
■参  加  料　1,700 円
■申込期限　12 月 10 日㈯　17：00 まで
■申込先・問い合わせ
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス　☎ 72-1696

ふる里くり山の米づくり
第５回　餅つき収穫祭　参加者募集

■日　　時　12 月 18 日㈰　10：00 ～ 13：00
■場　　所　雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス
■対　　象　町内在住の方
　　　　　※小学校 3 年生以下の参加は保護者同伴
　　　　　　です。
■定　　員　30人程度
■持  ち  物　エプロン、タオル、上靴
■参  加  料　大人 2,500 円、子ども 2,000 円
■問い合わせ
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス　☎ 72-1696

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

ヤム・ニ・ウシ美術展
楽しく美しい

ミティラ画の魅力Ⅳ

　

ネ
パ
ー
ル
の
自
然
な
営
み
と
生
活
、
交

流
交
歓
を
描
い
た
明
る
い
民
衆
絵
画
で

す
。
三
千
年
来
、
農
家
の
主
婦
に
よ
っ
て

描
き
続
け
ら
れ
て
き
た
素
朴
で
楽
し
い
絵

の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日

　
時　

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
～
22
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
木
曜
日
は
午
後
８
時
）

◆
場

　
所　
町
図
書
館

◆
入
場
料　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７
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●年末年始の休館案内
　12 月 31 日㈯から 1 月 5 日㈭まで町図書館、角田・
継立図書室が休館します。
　新年は 1 月 6 日㈮より開館します。

●冬休みブックマラソンが始まります
　本を一冊借りると好きなスタンプを 1 個押せます。

スタンプを 20 個ためてプレゼントと交換しよう。

■期　間　12 月 13 日㈫～ 1 月 22 日㈰
■場　所　町図書館、くりくり号、角田・継立図書室
　　　　　各小中学校

●手作り絵本作家になろう
　製本からおはなしづくりまで、世界に一つだけの絵
本を手作りしよう！
■日　時　1 月 10 日㈫　10：00 ～ 11：30
　　　　　1 月 11 日㈬　13：00 ～ 15：30
■場　所　町図書館
■対　象　町内在住の幼児、小学生
　　　　　（幼児は保護者の付き添いが必要です）
■定　員　先着 15 人まで
■申し込み　

12 月 1 日㈭から受け付けます。直接、町図書館、角
田・継立図書室・くりくり号のいずれかにお越しく
ださい。

※ 2 日間とも参加できる方に限ります。

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
夜
に
、
保
護
者
の

方
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
子
さ
ん

に
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日

　
　
時

　

12
月
24
日
㈯　

午
後
6
時
半
～
8
時

◆
対

　
　
象

　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

　

◆
申
込
方
法

　

町
内
保
育
園
や
児
童
セ
ン
タ
ー
、
総
合

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」、
子
育

　

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込
用

　

紙
を
提
出　

◆
申
込
期
間　
12
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
町
青
年
団
体
協
議
会　

西
脇

　

☎
�
１
１
１
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
５
２
２

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

出　　前
サンタクロース

　

町
内
の
小
・
中
学
生
が
制
作
し
た
絵
画
、

硬
筆
、
毛
筆
、
立
体
作
品
の
展
示
を
行
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期

　
間　
12
月
７
日
㈬
～
13
日
㈫

◆
時

　
間

　
午
前
9
時
～
午
後
7
時

※
最
終
日
は
午
後
2
時
半
ま
で

◆
場

　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
問
い
合
わ
せ

　

継
立
小
学
校　

☎
�
３
１
５
１

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

くり山の
子ども作品展

【問い合わせ】　町図書館　　☎ 72-6055

こ
ん
な
夢
を
見
た
・
・
・
・
・

　

夏
目
漱
石
没
後
１
０
０
年
か
ら
生
誕

１
５
０
年
ま
で
の
期
間
、漱
石
の
名
作「
夢

十
夜
」
の
読
み
語
り
（
朗
読
）
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

12
月
18
日
㈰

　
（
開
場
）
午
後
５
時
半

　
（
開
演
）
午
後
６
時

◆
場　

所

　

明
治 

蔵
元
の
生
家 

小
林
家

　
（
登
録
有
形
文
化
財
）

◆
観
覧
料

　
（
一
般
）
１
２
０
０
円

　
（
学
生
）
１
０
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
）
５
０
０
円

※
観
覧
料
の
他
に
、
飲
み
物
な
ど
の
注
文

を
お
願
い
し
ま
す
。　

◆
問
い
合
わ
せ

　

夢
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

青
木

　

☎
０
９
０
（
６
２
６
４
）
０
４
６
９

夢ゆ
め
じ
ゅ
う
や

十
夜  

Ｎ
ｉｇ
ｈ
ｔ
ｓ

■
夢
十
夜  

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ

夏
目
漱
石
の
名
作
短
編
「
夢
十
夜
」
全

10
篇
を
全
て
味
わ
う
企
画
。
一
般
公
募

も
含
む
読
み
手
参
加
者
が
５
篇
、
ヨ
ミ

ガ
タ
リ
ス
ト
ま
っ
つ
お
よ
び
ゲ
ス
ト
が

５
篇
を
朗
読
。
平
成
24
年
の
冬
よ
り
隔

年
実
施
し
、
今
期
が
最
終
期
。
夢
十
夜

に
ち
な
み
道
内
10
カ
所
で
開
催
。

くり
婚

クリスマス前にくりやまで

婚カツ大作戦 ?!

これまでに 3組ご成婚

…からのＶｏｌ
.4!

コミュニケーション講座
12 月 14 日㈬　19：00 ～ 20：30

カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
モテ会話術やマナーを学びます！

メイクアップ講座
12 月 17 日㈯　14：15 ～ 16：00

カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
好感ある美人メイク術を学びます！

男性参加 女性参加

■参加条件
　20 ～ 40 歳の独身の方

（男性）町内在住・在勤・在学（女性）町内外問わず
■募集人数
　男女各 20 人程度
※定員を超えた場合は選考の上、メールでご連絡し

ます。
■参加費

（男性）3,000 円（女性）1,000 円
■申込方法
　12 月 7 日㈬までに、ＱＲコードへアクセス、また

は専用サイトより申し込み

※問い合わせ先へ電話やメールで応募することも可能
です。

■問い合わせ
　栗山町教育委員会社会教育グループ
　☎ 0123-72-1117　FAX0123-72-6522
　メール
　shakaikyouiku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp
■その他
　栗山駅からの送迎車を用意

　　　　　　　　　申込フォーム
　　　　　　　　　http://ur2.link/z59c

て
ん
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12 月 17 日㈯
ホテルパラダイスヒルズ

17：00 ～ 19：30

婚活
応援事業



人口  12,336  人  （ －15） 世帯数  5,954  世帯  （ －6）男  5,763 人  （ －5）　女  6,573  人  （ －10）

▼
Ｊ
2
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
最
終
節
を
観

戦
し
に
札
幌
ド
ー
ム
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
試
合
の
結
果
次
第
で
優
勝
・

昇
格
が
決
ま
る
た
め
、
こ
の
日
の
観
客

は
な
ん
と
3
万
人
超
。
最
後
ま
で
勝
ち

に
こ
だ
わ
っ
て
ほ
し
い
気
持
ち
は
あ
り

ま
し
た
が
、
な
に
は
と
も
あ
れ
優
勝
が

決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
は
Ｊ
1
の
舞
台

で
ま
た
こ
の
日
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り

の
あ
る
試
合
を
観
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
）

▼
伝
承
も
ち
つ
き
会
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
味
を
つ
け
た
、
で
き
た
て

の
「
も
ち
」
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
る
人
た
ち
が
目
に
入
る
中
、
決
し
て

「
お
も
ち
を
く
だ
さ
い
！
」
と
は
言
わ
ず

に
撮
影
。
目
の
前
に
大
好
物
が
あ
っ
て
、

関
係
者
が
も
の
す
ご
く
食
べ
た
そ
う
な

顔
を
し
て
い
る
私
に
試
食
を
勧
め
て
き

て
も
、
そ
の
場
で
は
食
欲
を
必
死
に
抑

え
、
テ
ン
ト
の
上
に
溜
ま
っ
た
雨
水
が

カ
メ
ラ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
な

が
ら
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。　
（
田
畑
）

▼
今
月
の
裏
表
紙
に
掲
載
し
た
「
は
じ

め
て
の
お
つ
か
い
i
n
く
り
や
ま
駅
前

通
り
商
店
街
」。
お
つ
か
い
の
最
中
で
ち

ょ
っ
と
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
り
ま

し
た
が
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
頼
ま

れ
た
商
品
を
無
事
に
買
う
こ
と
が
で
き

て
、
親
で
も
な
い
の
に
ほ
っ
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と
を

振
り
返
え
る
と
、
頼
ま
れ
た
商
品
以
外

の
買
い
物
を
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
。
子
ど
も
た
ち
を
見
習
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成28年11月1日現在　（　）内は前月比　

はじめてのおつかい
in くりやま駅前通り商店街

  りやまギフトカード加盟店会（永田英隆会長）が主催   
　  する「はじめてのおつかい」が 11 月 3 日、栗山駅前
通り商店街で行われました。子どものころから商店街で
の買い物に慣れ親しんでもらおうと開催し今年で 6 回目。
町内の未就学児 28 組 39 人が参加しました。まちの駅「栗
夢プラザ」に集合した子どもたちは、お父さんやお母さん
からパンやお花などの買い物を頼まれ、お金とくりやまギ
フトカードを握りしめて出発。どきどきしながらも何とか
目当ての店にたどりつき、無事に商品を買うことができま
した。パンとケーキを買った松岡瑠

る な

菜ちゃん（4 歳）は「買
い物は楽しかった。またおつかいに行きたい」と話し、母
親のひとみさんは「おつかいに出す機会がなかったので、
良い経験になりました。子どもの成長が見られる企画なの
で今後も続けてほしいです」と話していました。なお、お
つかいの様子は、動画編集し DVD にして参加者へプレゼ
ントされます。

く
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